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神戸市福祉局介護保険課

全国初！
認知症神戸モデル
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１．認知症について

○運動不足の改善、糖尿病や高血圧等の生活習慣病の予防、
○社会参加による社会的孤立の解消や役割の保持等が、認知
○症予防に資する可能性が示唆されている。

○地域において高齢者が身近に通える場を拡充するとともに、
○認知症の人のみならず一般住民や高齢者全般を対象に整備
○されている社会参加活動・学習等の活動の場も活用し、認知
○症予防に資する可能性のある活動を推進する。

※「予防」とは、「認知症にならない」という意味ではなく、「認
※知症になるのを遅らせる」「認知症になっても進行を緩やか

※にする」という意味。

【認知症予防のポイント】・・・「認知症施策推進大綱」より
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認知症の発症を遅らせ、認知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる
社会を目指し、認知症の人や家族の視点を重視しながら、「共生」と「予防」※
を車の両輪として施策を推進

基本的考え方

① 普及啓発・本人発信支援
② 予防
③ 医療・ケア・介護サービス・介護者への支援
④ 認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援
⑤ 研究開発・産業促進・国際展開

５つの柱

※「予防」とは、「認知症にならない」という意味ではなく、
「認知症になるのを遅らせる」「認知症になっても進行を
緩やかにする」という意味

＜認知症施策推進大綱＞
（認知症施策推進関係閣僚会議（議長：内閣官房長官） 令和元年６月策定）

２．認知症施策に関する国の動き
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＜地域包括ケアシステムの構築＞

２．認知症施策に関する国の動き
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2013年厚生労働省研究班推計より

認知症高齢者（神戸市での推計値） 認知症高齢者割合（全国）

R3.3

高齢者人口 43.3万人

認知症高齢者数 6.5万人

MCI
（軽度認知障害）

5.6万人

※2015年厚生労働省調べより算出
認知症の全国有病率推計値 15%
MCIの全国有病率推計値 13％

３．神戸市の状況
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○平成28年9月、神戸市でG７保健大臣会合が開催。

※ 「神戸宣言」として、認知症対策をより推進していく

ことが盛り込まれた。

○認知症の人やそのご家族を社会全体で支えていく

まちづくりを推進するため、「神戸市認知症の人

にやさしいまちづくり条例」を制定。

※ 平成30年4月施行

※ 認知症対策に特化した条例は政令市初

４．神戸市認知症の人にやさしいまちづくり条例
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（目的）
認知症の人にやさしいまちづくりの理念を定め、市の責務並

びに市民及び事業者の役割を明らかにするとともに、施策の
基本となる事項を定め、もって認知症の人にやさしいまちの実
現に資することを目的とする。

（基本理念）
（１）認知症の人の尊厳が保持され、その者の意思が尊重さ

れ、社会参加を推進し、安全に、かつ、安心して暮らし続け
られるまちを目指すこと。

（２）認知症の人とその家族のより良い生活を実現するために
必要な支援を受けられるよう、まち全体で支えること。

平成30年４月１日制定

４．神戸市認知症の人にやさしいまちづくり条例
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予防及び早期介入

・WHO、神戸医療産業都市、大
学、研究機関等との連携による
取り組み

治療及び介護の提供

・早期診断体制の確立
・認知症初期集中支援チーム
・認知症疾患医療センター
（市内７か所に設置）

事故の救済及び予防

・認知症と診断された人による事故
に関する救済制度の創設

・認知症の疑いがある人の運転免許
自主返納推進

・移動手段の確保等、地域での生活
支援

地域の力を豊かにしていくこと

・交流できる環境や社会参加の場の整備
・中学校区単位での認知症高齢者等への

声かけ訓練の実施
・行方不明高齢者早期発見事業の実施
・市民への啓発、児童、生徒への教育の

推進

４．神戸市認知症の人にやさしいまちづくり条例
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1.認知症診断助成制度

2.認知症事故救済制度

早期受診を支援します

認知症の方が事故に遭われた
場合に救済します

認知症の人やそのご家族が、安全・安心に暮らし続けていく
ことができるよう、全国に先駆けた神戸発の取り組み

（平成31年1月28日開始）

（平成31年4月1日開始）

５．認知症神戸モデル
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５．認知症神戸モデル
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認知症の疑いの有無を
診るための検診

認知症の有無と、
病名の診断を行う検査

自己負担のない仕組み

認知症の早期受診を支援する２段階方式の診断助成制度

《第１段階》

認知機能検診
【地域の医療機関】

452か所
（R3年11月現在）

《第２段階》

認知機能精密検査
【専門の医療機関】

73か所
（R3年11月現在）

＜診断助成制度・概要＞

65歳以上の
方が対象

５．認知症神戸モデル
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第1段階 認知機能検診

・スクリーニング検診（６５歳以上の市民が対象）
認知症の疑いを検出

・受診料は無料（受診券必要。事前に市に申込み）
・第１段階 登録医療機関：個別実施 【452機関】

＜使用ツール＞
・改訂長谷川式簡易知能評価スケール（ＨＤＳ－Ｒ）
・問診票① （ＢＰＳＤ等のチェック：医師会作成）
・問診票② （ＤＡＳＣ－２１）

年に一度受診
できます。

５．認知症神戸モデル
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・第２段階 保険診療：登録医療機関

＜認知症かどうか診断＞
・認知症（病名を記載）

アルツハイマー型、レビー小体型、血管性、その他
・軽度認知障害（ＭＣＩ）
・認知症でない
＜必須の検査＞
・画像検査（頭部ＭＲＩあるいは頭部ＣＴ）
・認知機能検査（ＭＭＳＥなど）
・血液検査
・日常生活動作の評価（ＤＡＳＣ－２１、ＣＤＲなど）

《後日、申請により検査費用を全額返還（助成）》

第２段階 認知機能精密検査

【７３機関（認知症疾患医療センター７機関含む）】

５．認知症神戸モデル
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・受診券持参で無料
・電話予約して受診

受診券の申込（受診券は自宅へ郵送）１

認知機能検診（第１段階）の受診２

認知機能精密検査（第２段階）の受診３

助成金の申請
事故救済制度の申込み４

・認知症の疑いありの方に第２段階
の受診を勧奨（紹介状を交付）

・医療機関で診断後の手続きを案内

＜診断助成制度・受診の流れ＞

５．認知症神戸モデル
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①電 話（神戸市総合コールセンター）
ＴＥＬ：０５７０－０８３３３０ 又は ３３３－３３３０

（年中無休 ９：００～２１：００）
②ホームページ

（認知症「神戸モデル」特設サイト）
③郵 送
④ファックス

※③④は申込書が必要
あんしんすこやかセンター、実施医療機関、
神戸市ホームページにあります。

受診券を自宅に郵送

75歳到達者には
市から受診券を送付

＜診断助成制度・受診券申込み方法＞

５．認知症神戸モデル
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○H19年に愛知県大府市で認知症の男性が電車にはねら
れ死亡した事故で、ＪＲ東海が振り替え輸送代などの賠
償を求めて、家族を提訴。

○H28年3月に最高裁が家族に損害賠償責任はないとした
が、認知症の人による事故で家族らが責任を負わされる
可能性が残った。
※一方、加害者に賠償責任がない場合は、被害者は

救済されない

○国では、「直ちに制度的な対応をするのが難しい」との検
討結果をまとめ、制度創設を見送り。

＜事故救済制度・創設の経緯＞

５．認知症神戸モデル
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＜事故救済制度・概要＞

① 賠償責任保険に市が加入

③ 所在が分からなくなった
際の、かけつけサービス

④ 事故にあわれた市民に
見舞金を支給

② 事故があれば、
24時間365日相談

認知症の人が責任を負った場合、
最高2億円支給・・・事前登録必要

認知症の人が起こした事故で被害に
遭われた方に、見舞金を支給

コールセンターで相談対応
℡ 0120-259315

GPSの初期費用・かけつけサービス
を提供 ※月額利用料は別途必要

○認知症と診断された方対象

○全神戸市民が対象・・・事前登録不要

※①賠償責任保険に加入していなくても④見舞金は支給します。

５．認知症神戸モデル
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① 見舞金（給付金）制度（法人は対象外）
ア 被害を受けた方（神戸市民）への救済

・死亡（最高3千万円）
・後遺障害（最高3千万円）
・入院（最高10万円） 、通院（最高５万円）
・財物損壊（最高10万円）
・休業損害（最高5万円）
※上記の見舞金に加え、火事の類焼被害の場合は上乗せ有り

1世帯当り30万円（１事故最高1,000万円）
（例）類焼で財物損壊の被害があった場合・・・最高40万円の見舞金

イ 被害を受けた方（神戸市民以外）への救済

・見舞金（最高10万円）

② 賠償責任保険制度（認知症と診断された人で事前登録が必要）
・賠償責任保険（最高２億円）

③ 傷害死亡・後遺障害保険（認知症と診断された人で事前登録が必要）
交通事故等によってご本人が死亡又は後遺障害を負った場合に支給
・死亡 100万円
・後遺障害 42万円～100万円

＜事故救済制度・見舞金等の内訳＞

※①と②は自動車事故除く

５．認知症神戸モデル



19

２
階
建
て
方
式

賠償責任保険

事前登録 必要

賠償責任の有無 責任ありと認められる場合に支給

支給時期
見舞金（該当する場合）を支給した後、そ
の支給額を控除してから支給

支給金額 人身・物損 1事故最高2億円

支給対象 個人（同居親族除く）・法人

見舞金

事前登録 不要（全市民対象）

賠償責任の有無 責任の有無に関わらず支給

支給時期 賠償責任保険に先行して支給

支給金額
神戸市民が死亡・後遺障害となった場合、
最高3,000万円 など

支給対象 個人（同居親族含む）。類焼被害含む

＜事故救済制度・賠償責任保険と見舞金の違い＞

５．認知症神戸モデル
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○ＧＰＳ安心かけつけサービス

初期費用及び、所在が分からなくなった場合の

かけつけサービス費用（年間６回まで）を市が負担

※ 月額利用料（2,000円+消費税）は、利用者負担

○事故救済制度専用コールセンター設置

事故発生時の相談対応：24時間365日

0120－259315（じこきゅうさいこうべ）

料金項目 料金（消費税別） 料金負担

契約事務手数料 ４，５００円／台 神戸市

月額手数料 ２，０００円／台 利用者

かけつけサービス
出動料金

６，０００円／時間
※１回最大３時間まで

神戸市（６回目まで）

利用者（７回目以降）

※令和３年４月から機種が変更になりました。

＜事故救済制度・付帯サービス＞

５．認知症神戸モデル
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○見舞金・・・事前登録不要
事故が起これば、事故救済制度専用コールセンターに連絡してください。

℡ ０１２０－２５９３１５（24時間365日）

○賠償責任保険・・・事前登録必要
申込書を介護保険課へ郵送。

※ＧＰＳ安心かけつけサービスも同じ申込用紙です。申込み後、
※委託事業者から契約をご案内します。

事故が起これば、事故救済制度専用コールセンターに連絡してください。

＜事故救済制度・利用方法＞

診断助成制度開始前（平成31年1月27日まで）に既に認知症と診断
されている方は、申込書と裏面の診断書（診断書料は自己負担）を市へ
郵送で申込み（令和４年３月31日まで※年度内に延長有無決定）。
※申込書は、あんしんすこやかセンター、医療機関、神戸市
ホームページで入手できます。

申込書・送付用封筒
は第２段階の医療機
関でお渡しします。

じこきゅうさいこうべ

５．認知症神戸モデル
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①診断助成制度の受診者数（令和３年11月速報値）

・認知機能検診（第１段階） ４４，１３０人

・認知機能精密検査（第２段階） ９，０９６人

②事故救済制度（令和３年12月まで）

・支給状況 １６件・計１，７４１，６９９円

【内訳】見舞金６件、賠償責任保険１０件（すべて物損）
※水漏れによる階下住居の被害、他人宅の
※門扉の損傷、飲食店の座席の汚損など

・賠償責任保険加入者数 ６，８２１人

・ＧＰＳ安心かけつけサービス契約者数 １６７人

＜認知症神戸モデルの実施状況＞

５．認知症神戸モデル
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約３億円
市民のみなさまに

新たにご負担いただく額

（年間400円/人）

約３億円
・診断助成制度
・事故救済制度

費用

市民のみなさまに、広くご負担いただく仕組みを導入

※3ヵ年(令和元年度～３年度)の年平均

財源

５．認知症神戸モデル

＜認知症神戸モデルの費用と財源＞
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認知症の方や、介護保険の認定を受けるまでに至らない軽度
認知障害（MCI）の方への在宅生活の支援

６．神戸市の認知症施策

＜KOBEみまもりヘルパー＞

○対象者
・認知症又は軽度認知障害（MCI）と診断された方で寝たきり（※）

・でない方
（※）目安として、「障害高齢者の日常生活自立度判定基準」がB・Cランク
（※）ではない方

○利用時間と利用料金

○利用料金は30分あたり１３５円

※30分またはその端数を超えるごとに135円加算。
※ヘルパーと居宅以外の場所に行くことに伴う利用者とヘルパーの交通費
※は利用者負担。

要介護認定・要支援認定を受けていない方 １か月あたり４時間まで

要介護認定・要支援認定を受けている方 １か月あたり２時間まで
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○サービス内容（例）・・・介護保険外のサービス
・見守り、話し相手、安否確認等を目的とする自宅訪問
・散歩、買物、理美容、余暇活動、行事参加等を目的とする外出
・活動への付き添い
・本人がやることの見守り（本人の代りにやるのではなく、一緒に
・声をかけながら行う、掃除、洗濯、調理、花木の水やりなど）

６．神戸市の認知症施策

＜KOBEみまもりヘルパー＞
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・えがおの窓口
・あんしんすこやかセンター

○利用方法

６．神戸市の認知症施策

＜KOBEみまもりヘルパー＞

KOBEみまもりヘルパーの
利用を希望される方

KOBEみまもりヘルパー
委託事業者

神戸市（介護保険課）

③申請 ④決定通知

②申請書配布
（※）

（※）相談先で、対象要件を確認し、
（※）申請書を作成します。①相談

担当のケアマネジャーが
いる方はえがおの窓口、
いない方はあんしんすこ
やかセンターに相談

⑤利用契約

認知症「神戸モデル」の診断助成
制度を利用されていない方は診断
書の提出が必要です（文書料は
自己負担）
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≪参考≫対象者及び相談先のフロー図

担当のケアマネジャー

（えがおの窓口）

要介護１～５ 要支援１・２

事業対象者

（基本チェックリストを実施した該当者）

KOBEみまもりヘルパー対象者

介護認定を受けていない方

認知症または軽度認知障害（MCI）と診断された方で、みまもり等の支援が必要な人（※1）

▼

お住まいの担当のあんしんすこやかセンター

介護認定の申請または、

基本チェックリストの実施

※1 在宅ではない方・寝たきりの方を除く。

（目安として、「障害高齢者の日常生活自立度判定基準」が

おおむねAランク以下（B・Cランク[寝たきり]ではない）方）

相談

相談

相談

▼ ▼

他のサービス

も必要な人

KOBEみまもりヘル

パーのみ必要な人

Ｃｃｃｃ
相談先で、対象要件を確認し、申請書を作成します。
申請書は相談先でのみ、配布します。

６．神戸市の認知症施策

（※１）在宅ではない方・寝たきりの方を除く。
（目安として、「障害高齢者の日常自立度判定

基準」がB・Cランクではない方）
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認知症の症状に応じた相談窓口や利用できるサービスを記載している冊子

６．神戸市の認知症施策

＜認知症ケアパス＞
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≪神戸市内の認知症疾患医療センター≫

・神戸大学医学部附属病院

・甲南医療センター

・兵庫県立ひょうごこころの医療センター

・神戸百年記念病院

・新生病院

・宮地病院

・神戸市立西市民病院

６．神戸市の認知症施策

＜認知症疾患医療センター＞

○目的
○ 認知症疾患に関する鑑別診断とその初期対応、認知症の行
○動・心理症状と身体合併症の急性期治療に関する対応、専門
○医療相談、診断後の相談支援等を実施。
○役割

・専門的医療機能
・地域連携
・診断後等支援機能
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【目的】

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けられるよ
うに、認知症の人やその家族に早期に関わる「認知症初期集中支援チーム」を配置し、早期診
断・早期対応に向けた支援体制を構築する。

【事業概要】

対象者に、認知症初期集中支援チームが、
心身状況や生活環境、本人や家族の希望に
応じた支援を、おおむね６か月間実施する。

［相談窓口］あんしんすこやかセンター
認知症疾患医療センター
こうべオレンジダイヤル

【対象者】

４０歳以上で、在宅で生活しており、かつ認
知症が疑われる人又は認知症の人で以下のいず
れかの基準に該当する人とする。

◆医療サービス、介護サービスを受けていない
人、または中断している人で以下のいずれかに
該当する人
（ア）認知症疾患の臨床診断を受けていない人
（イ）継続的な医療サービスを受けていない人
（ウ）適切な介護保険サービスに結び付いていない人
（エ）診断されたが介護サービスが中断している人

◆医療サービス、介護サービスを受けているが
認知症の行動・心理症状が顕著なため、対応に
苦慮している

医療と介護の専門職
（保健師、看護師、作業療法士、

社会福祉士、介護福祉士等）

認知症
サポート医

【認知症初期集中支援チーム】

・学会認定医等

＋

６．神戸市の認知症施策

＜認知症初期集中支援事業＞
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・認知症「神戸モデル」をはじめとする神戸市の認知症施策

・の紹介や介護・生活面の相談など、認知症に関するさまざ

・まな相談を受け付けています。

・相談内容に応じて、市内で実施している介護情報の提供や、

・適切な機関の紹介、関係機関（あんしんすこやかセンター

・等）との連携を行うほか、必要に応じて、初期集中支援チー

・ムと連携して対応します。

電話番号 （０７８）２６２－１７１７

受付時間 平日（月曜日～金曜日）の午前9時～午後5時

※ 土日祝、年末年始を除く

６．神戸市の認知症施策

＜こうべオレンジダイヤル（認知症に関する総合電話相談窓口）＞
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令和３年３月現在 市内184名（兵庫県養成分を含む）

○役割

①かかりつけ医の認知症診断等に関する相談役・アドバイザー

②各区医師会、あんしんすこやかセンターとの連携体制の構築

③「かかりつけ医認知症対応力向上研修」の企画立案・講師

④認知症初期集中支援チーム員 など

６．神戸市の認知症施策

＜認知症サポート医＞
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認知症の人やその家族、医療や介護の専門職、

地域の人など、誰もが気軽に参加できる「集いの場」です。

（令和４年１月１日現在 市内３４か所）

登録すれば、次のような支援を受けることができます。

①ホームページや広報紙への掲載等、広報活動に関する協力

②カフェの開設や運営に関する情報提供や神戸市の認知症施策に

関する情報提供、市内カフェ連絡会への参加・交流

【登録受付】神戸市社会福祉協議会（電話078-200-4013）

※市内のカフェ一覧は、神戸市社会福祉協議会のホームページ

（https://www.with-kobe.or.jp/detail/orangecafe/）で公開中

６．神戸市の認知症施策

＜認知症カフェ（こうべオレンジカフェ）＞
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幅広い方々に認知症への正しい知識や理解を広めるため、

地域団体や職場、小・中・高等学校などで「認知症サポーター養成

講座」を開催しています。

【講座時間】約９０分 【費用】無料（会場はご用意ください）

【人数】おおむね１０～４０人のグループ単位でお願いします。

【問い合わせ・申込先】神戸市社会福祉協議会

電話（０７８）２００－４０１３

FAX（０７８）２７１－１１７２

◎ 受講された方には、認知症への理解者の証で

ある「オレンジリング」をお渡ししています。

実施回数 受講人数

認知症サポーター養成
（平成17～令和２年度）

3,806回 123,388名

６．神戸市の認知症施策

＜認知症サポーター養成講座＞
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○基本姿勢
認知症の人への対応の心得“3の「ない」
１．驚かせない
２．急がせない
３．自尊心を傷つけない

○具体的な対応の７つのポイント
・まずは見守る
・余裕を持って対応する
・声をかけるときは1人で
・後ろから声をかけない
・相手に目線を合わせてやさしい口調で
・おだやかに、はっきりした滑舌で
・相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する

６．神戸市の認知症施策

＜認知症の人への対応について＞

声かけ訓練の様子
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・登録受付窓口は、担当のあんしんすこやかセンター

・行方不明など日常生活に不安がある高齢者を事前登録（希望者）

・登録情報を警察やあんしんすこやかセンターで共有。

あんしんすこやかセンターで行う日常の見守りに役立てる。

・行方不明時には、捜索協力者に電子メールを配信し、警察への

情報提供を呼びかける。

「捜索協力者」

捜索協力者に一斉メール送信
「神戸市高齢者安心登録メール」

（メール本文記載例）
〇月〇日〇時頃，△△付近

で，下記の方が行方不明とな
りました。見かけた方は，
△△警察署〇〇ｰ〇〇までご連
絡ください。

年代：70代後半
性別：男性
外見の特徴：身長170センチ，
やや肥満，眼鏡装着
よく行く場所：◇◇公園
服装，持ち物等：グレーのポ
ロシャツ，紺のズボン

①

③

情報提供

「警察署」

発見時、発見メール送信

②

６．神戸市の認知症施策

＜高齢者安心登録事業＞
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６．神戸市の認知症施策

＜若年性認知症＞

○神戸モデル

・事故救済制度

見舞金、賠償責任保険とも対象

・診断助成制度

神戸市内の認知症疾患医療センターでの認知症の診断費用を助成

※認知症初期集中支援事業の対象者

※かかりつけ医の紹介又はで認知症と診断された場合（他の疾患の場

※合は対象外）

※認知機能検診（第１段階）は65歳以上が対象

○相談等

・ひょうご若年性認知症支援センター

○交流会等

・若年性認知症交流会 ソレイユ（神戸市社会福祉協議会） など
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６．神戸市の認知症施策

チーム
アプローチ

あんしんすこやかセンター
（地域包括支援ｾﾝﾀｰ）

高齢者
社会福祉士

看護師
または
保健師

主任
ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

地域支え合い
推進員

中学校区に1ヶ所設置

＜あんしんすこやかセンター（地域包括支援センター）＞
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６．神戸市の認知症施策

＜協力事業者による高齢者見守り事業＞

《65歳以上高齢者》
日用品宅配

利用者
新聞

購読者

配達事業者

配達員

事務員

新聞販売所

（週１～２回配達） （毎日配達）

※ 異常を察知
※ 通報・連絡

※ 異常を察知
※ 通報・連絡

※ 通報・連絡

あんしんすこやかセンター
（地域包括支援センター）＊ 安否確認・見守り

配達員

＊ 安否確認・見守り

配達員 配達員
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（１）認知症神戸モデルの実施
「診断助成制度」と「事故救済制度」を組み合わせた神戸モデルにつ
いて、令和６年度まで継続して実施します。

（２）認知症の方とその家族への支援
認知症の方や認知症の疑いのある方が、生きがいを持って積極的

に社会参加できる地域づくりや認知症に関する理解促進を目指し、
各種地域団体からの希望を募り、専門職の派遣を行います（新規）。

また、認知症の疑いのある方にする初期集中支援チームによる訪
問支援、市内７か所の認知症疾患医療センターにおける専門医療相
談・認知症サロンの開催、および話し相手や外出の付き添い等を行
う「KOBEみまもりヘルパー」の派遣を引き続き実施します。

６．神戸市の認知症施策

＜令和4年度の主な取組み＞


